
〓

一
、二

、12
三
、12

四
、12

五
、

六
、

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音

次
問
題
の
所
在

問
題
解
決
の
方
法

対
象
資
料

方
法

分
析
結
果

音
形
・
清
濁

声
調

a
　
『
虞
韻
』
声
調
・
声
母
の
清
濁
と
の
対
応
関
係

b
　
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率

対
象
資
料
の
漢
音
の
拠
り
所

漢
音
加
点
の
は
じ
ま
り
の
時
期

加
点
の
は
じ
め
の
漢
音
の
拠
り
所

上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
が
高
い
理
由

む
す
び

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音

佐

　

々

　

木

勇
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一
、
問
題
の
所
在

残
存
す
る
古
訓
点
資
料
の
加
点
例
に
よ
っ
て
、
仏
書
の
字
音
読
の
概
要
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

仏
書
の
字
音
読
は
、
多
く
呉
音
で
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
漠
音
読
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
　
『
理

趣
経
』
な
ど
の
密
教
経
典
、
ま
た
、
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
　
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
　
『
大
唐
西
域
記
』
　
『
高
僧
伝
』
な
ど
の
伝
・
記
系
統
の

（1）

も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
南
都
古
宗
で
加
点
さ
れ
た
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。

南
都
古
宗
の
僧
が
漢
音
を
も
用
い
た
こ
と
は
、
残
存
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
漢
音
の
実
態
は
、
充
分
解
明
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
の
調
査
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
現
存
す
る
古
訓
点
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
知

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
問
題
解
決
の
方
法

1
　
対
象
資
料

本
稿
で
は
、
南
都
古
宗
加
点
資
料
の
代
表
と
し
て
、
残
存
数
の
比
較
的
多
い
法
相
宗
加
点
資
料
を
と
り
あ
げ
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
初
期
の
漢
音
加
点
資
料
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
残
存
状
況
な
ら
び
に
音
の
実
態
か
ら
、
十
世
紀
以
前
と
十
一
世

紀
以
後
と
で
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

a
　
十
世
紀
以
前

現
在
の
と
こ
ろ
、
九
世
紀
以
前
に
加
点
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
漢
音
加
点
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
法
相
宗
加
点
資
料
に

（2）

限
ら
ず
、
日
本
漢
音
加
点
資
料
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

現
存
す
る
漢
音
資
料
の
な
か
で
、
法
相
宗
の
僧
の
加
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
最
古
の
資
料
は
、
保
阪
本
『
蒙
求
』
の
天
暦
（
九
四
七
－
九
五
七



（3）

年
）
頃
点
で
あ
る
。
ま
た
、
法
相
宗
の
僧
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
資
料
の
最
古
の
も
の
は
、
醍
醐
寺
本
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
一
〇
〇

（4）

四
年
頃
書
写
移
点
で
あ
る
。

こ
の
二
資
料
以
外
の
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
二
資
料
は
、
法
相
宗
加
点
資
料
と
し
て
昔
壷
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
初
期
の
漢

（5）

音
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
音
の
実
態
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

b
　
十
一
世
紀
以
降

十
一
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
残
存
資
料
の
数
は
増
加
す
る
。

本
稿
で
は
、
原
本
あ
る
い
は
複
製
本
・
写
真
で
調
査
で
き
た
も
の
．
の
中
で
、
分
析
に
耐
え
う
る
数
の
音
注
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の

（6）

諸
資
料
の
実
態
を
報
告
し
た
い
。
十
三
世
紀
以
前
の
加
点
資
料
に
限
っ
た
の
は
、
そ
れ
以
降
の
文
献
に
は
筆
者
の
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
た

め
で
あ
る
。

（7）

ア
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
A
種
点
一
〇
七
一
年
頃
点

イ
興
福
寺
蔵
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
C
種
点
一
〇
九
九
年
点
（
巻
第
七
に
つ
い
て
調
査
）

（8）

ウ
興
福
寺
蔵
『
高
僧
伝
巻
第
十
三
』
　
二
〇
〇
年
点

工
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
E
種
点
　
二
一
六
年
点

オ
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
耕
正
論
』
巻
第
二
　
二
二
三
年
点

力
築
島
裕
蔵
『
所
正
論
』
巻
第
三
一
l
≡
二
年
煎

キ
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
三
　
二
二
六
年
点

ク
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
松
本
文
庫
蔵
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
六
～
十
一
二
一
〇
年
朱
点

ケ
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
松
本
文
庫
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
一
二
二
三
年
点
（
巻
第
十
二
に
つ
い
て
調
査
）

2
　
方
法

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音

二
九
九
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音
形
・
清
濁
と
声
調
と
を
、
中
国
中
古
音
の
体
系
（
『
廣
韻
』
　
に
依
る
）
　
と
比
較
し
て
み
る
。

三
〇
〇

三
、
分
析
結
果

1
　
音
形
・
清
濁

対
象
資
料
の
音
形
は
、
『
蒙
求
』
　
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
な
ど
の
漢
音
資
料
と
体
系
的
に
一
致
す
る
。
い
わ
ゆ
る
新
漠
音
形
は
見
ら
れ
な

（10）

い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
漢
籍
な
ど
と
く
ら
べ
て
、
呉
音
形
を
多
く
混
入
し
て
い
る
。

実
例
を
ウ
興
福
寺
蔵
『
高
僧
伝
巻
第
十
三
』

ヒ

明
母
‥
〔
靡
〕
流
（
平
）
靡
（
平
濁
）
八
四
〇
八
）

微
母
‥
〔
望
〕
　
秦
（
平
）
望
（
平
濁
）
八
一
〇
二
）

日
母
‥
〔
人
〕
人
（
平
濁
）
力
八
二
四
）

泥
母
‥
〔
内
〕
内
（
去
濁
）
殿
八
四
七
七
）

チ

ヨ

ウ

　

タ

ム

娘
母
‥
〔
濃
〕
濃
（
平
）
淡
（
平
濁
）
八
二
三
七
）

一
一
〇
〇
年
点
か
ら
、
一
部
引
用
す
る
　
（
（
　
）
内
は
所
在
行
数
）
。

ヒ
ン

〔
閏
〕
閏
（
上
濁
）
魯
国
八
五
五
四
）

〔
武
〕
武
（
上
濁
）
八
五
六
二
）

〔
児
〕
児
（
平
濁
）
八
五
五
一
）

〔
奴
〕
一
奴
（
平
濁
）
八
五
七
二
）

こ
れ
ら
は
、
呉
音
で
は
マ
・
ナ
行
音
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
呉
音
形
と
判
断
さ
れ
る
例
も
混
入
し
て
い
る
。

ナ

娘
母
‥
〔
撃
〕
　
大
（
去
濁
）
撃
（
上
）
八
三
三
六
）

ま
た
、
全
濁
字
（
漢
音
で
い
わ
ゆ
る
清
音
）
　
に
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
る
こ
と
も
極
め
て
少
な
い
。
本
資
料
で
は
、
全
濁
字
へ
の
声
点
加
点
例

二
四
一
例
中
三
例
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
次
濁
声
母
の
疑
・
日
・
泥
・
娘
・
明
・
微
母
の
非
撥
音
韻
尾
字
（
漢
音
で
い
わ
ゆ
る
濁
音
）
　
へ
の

声
点
加
点
例
八
六
例
に
、
濁
声
点
一
七
例
が
見
ら
れ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

エ
以
下
の
諸
資
料
で
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
様
の
実
態
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
す
で
に
築
島
裕
が
　
『
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
　
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る



こ
と
と
等
し
い
。
他
の
諸
資
料
も
興
福
寺
本
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
と
根
本
的
な
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
。

2
　
声
調

a
　
『
虞
韻
』
声
調
・
声
母
の
清
濁
と
の
対
応
関
係

こ
の
ア
～
ケ
ま
で
の
諸
点
を
、
『
虞
韻
』
の
体
系
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
後
掲
の
表
ア
～
表
ケ
の
よ
う
に
な
る
（
梵
語
音
訳
字
へ
の
加
点

例
は
除
外
し
た
）
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
六
声
体
系
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
声
体
系
が
日
本
漢
音
の
中
心
的
声
調
体
系
で
あ
る
こ
と
は
、

（11）

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
資
料
ア
～
ケ
も
日
本
漢
音
の
六
声
体
系
と
中
国
中
古
音
の
声
調
清
濁
の
対
応
の
原
則
（
左
表
）
に
基
本
的
に
は
一
致
し

て
い
る
。人

士
去
恵

上
土

平
士

中
古
音
の
四
声

戸 戸 戸 戸

清濁 清 清濁 清濁

中
古
音

t
次

’
次

’
次

’
次

’
次

清 清 清 清濁

’
次
濁

l

‘
濁

・
次
濁

t
次
濁

l

の
清
濁

1

人

l

入 去

l

上

l

上 平平

日
本
漠
立声声 声 声声

・
去
声

声声
軽（重

軽（重
日
の

） ） 六
声
体
系
の
声
調

た
だ
し
、
こ
の
原
則
に
一
致
し
な
い
点
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
大
き
な
相
違
点
は
、
声
調
ご
と
に
以
下
の
点
で
あ
る
。

1
　
『
廉
韻
』
平
声
清
・
次
活
字
が
平
声
軽
と
な
ら
ず
に
平
声
と
な
る
も
の
が
相
当
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
時
代
が
降
る
と
と
も
に
顕
著
と

な
る
。

2
　
『
虞
韻
』
上
声
字
に
平
声
の
加
点
を
し
た
例
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
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3
　
『
廣
韻
』
去
声
字
に
平
声
の
加
点
を
し
た
例
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。

4
　
『
廣
韻
』
入
声
字
の
軽
重
の
別
が
不
分
明
で
あ
る
。
資
料
ア
～
エ
は
入
声
濁
字
も
入
声
軽
と
な
る
例
が
多
い
。
ま
た
、
資
料
オ
以
下
は
、

全
体
的
に
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

（12）

原
則
と
の
こ
れ
ら
の
ず
れ
は
、
漢
籍
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
対
象
資
料
の
方
が
、
ず
れ
の
幅
が
大
き

い
。
そ
の
原
因
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
呉
音
声
調
の
混
入
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
国
中
古
音
の
声
調
と
日
本
漢
音
の
声
調
と
の
ず

（13）

れ
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
漢
音
の
独
自
の
変
化
と
い
う
視
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ず
れ
の
原
因
の
究
明
に
は
、
ま
ず
、
対
象
と
し
た
資
料
の
声
調
か
ら
呉
音
声
調
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
の
漢

字
の
呉
音
声
調
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
本
稿
の
対
象
資
料
に
は
仮
名
音
注
が
無
い
例
の
方
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

（14）

こ
れ
以
上
の
分
析
は
で
き
な
い
。

b
　
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率

右
の
原
則
に
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
上
声
全
濁
字
に
去
声
の
加
点
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

沼
本
克
明
は
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
第
二
部
第
五
章
「
漢
音
の
複
層
性
に
就
て
」
の
な
か
で
、
「
法
相
宗

読
詞
経
典
」
と
し
て
本
稿
で
も
対
象
に
し
た
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
の
興
福
寺
本
A
種
点
・
同
C
種
点
・
国
会
図
書
館
本
二
二
六
年

点
を
と
り
あ
げ
、
「
上
声
を
保
つ
比
率
と
去
声
へ
移
行
し
た
比
率
の
ほ
ぼ
半
々
の
も
の
」
の
中
に
所
属
さ
せ
て
い
る
。
沼
本
は
、
こ
れ
ら
の
資

料
が
呉
音
を
交
え
て
い
る
た
め
に
「
多
少
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
呉
音
の
声
調
に
一
致
す
る
も
の

も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
対
象
資
料
中
最
古
の
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
A
種
点
を
例
に
取
る
と
、
上
声
全
濁
字
「
士
」
は
、
五

例
の
加
点
例
の
す
べ
て
が
去
声
に
加
点
さ
れ
（
呉
音
声
調
平
声
）
、
同
じ
く
「
上
」
も
三
例
の
加
点
例
の
す
べ
て
が
去
声
に
加
点
さ
れ
て
い
て
（
呉

音
声
調
平
声
）
、
去
声
化
し
た
例
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
こ
の
点
は
、
他
の
資
料
で
も
同
様
で
あ
る
。

本
稿
の
九
点
の
調
査
結
果
か
ら
、
十
一
～
十
三
世
紀
の
法
相
宗
漢
音
で
は
上
声
全
濁
字
が
去
声
化
し
た
例
の
方
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。



四
、
対
象
資
料
の
漢
書
の
拠
り
所

沼
本
は
、
先
引
の
論
文
で
、
日
本
漢
音
は
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
の
異
な
り
か
ら
見
て
、
層
的
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
対
象
資
料
の
漢
音
は
新
層
の
漢
音
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
た
だ
ち
に
そ
う
結
論
づ
け
る
こ
と
に

は
疑
問
が
残
る
。
音
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
か
ら
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
、
以
下
の
考
察
を
行
な

い
た
い
。

1
　
漢
音
加
点
の
は
じ
ま
り
の
時
期

は
じ
め
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
南
都
古
宗
の
寺
院
で
加
点
さ
れ
た
も
の
で
、
平
安
初
期
の
漢
音
加
点
資
料
は
現
存
し
な
い
。

た
と
え
ば
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
と
ほ
ぼ
等
し
い
本
文
を
持
つ
『
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
』
平
安
初
期
点
の
音
注
は
、
呉
音
の
加

（

堕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

6

）

点
で
あ
る
。
ま
た
、
興
聖
禅
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
一
平
安
初
期
角
筆
点
に
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
字
音
注
も
、
呉
音
の
加
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
中
期
に
な
る
と
南
都
の
漢
音
加
点
資
料
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
引
の
興
聖
禅
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
平

（17）

安
中
期
の
朱
点
・
墨
点
は
、
漢
音
の
加
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
語
蔵
『
稗
中
通
論
』
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
点
は
、
極
め
て
少
な
い
音

（18）

注
例
し
か
も
た
な
い
が
、
漢
音
の
注
の
よ
う
で
あ
る
。

築
島
裕
は
、
『
国
語
の
歴
史
』
「
第
二
章
漢
音
と
呉
音
」
の
中
で
、
伝
・
記
類
の
南
都
古
宗
の
加
点
に
漢
音
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

平
安
初
期
に
は
、
こ
の
種
の
文
も
、
多
分
、
他
の
経
典
の
類
と
同
じ
よ
う
に
呉
音
で
よ
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
平
安
中
期

以
降
、
伝
記
や
地
誌
の
類
な
ど
を
始
と
し
て
、
四
六
騨
償
体
な
ど
は
多
く
漢
音
で
よ
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
書
物
も
漢
音
に
変
っ
た
が
、
な
お
古
来
の
慣
習
の
影
響
で
、
一
部
の
語
に
は
呉
音
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
高
僧
伝
』
は
、
梁
の
慧
唆
（
四
九
七
－
五
五
四
）
の
作
で
あ
り
、
『
所
正
論
』
は
、
唐
の
法
琳
（
五
七
一
丁
六
四
〇
）
の
撰
述
で
あ
る
。
『
大

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
三
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唐
西
域
記
』
は
六
四
八
年
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
は
六
八
八
年
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
日
本
に
す
で
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
呉
音
で
よ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
十
世
紀
以
降
の
訓
点
資
料
に
残
る
音
は
、
唐
（
六
一
八
－
九
〇

七
）
末
長
安
音
を
反
映
す
る
と
さ
れ
る
日
本
漢
音
の
体
系
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
の
対
象
文
献
で
あ
る
『
大
唐
西
域
記
』
　
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
な
ど
の
漢
音
の
加
点
の
は
じ
ま
り
は
、
十
世
紀
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
加
点
の
は
じ
め
の
漢
音
の
拠
り
所

次
に
、
十
世
紀
の
加
点
当
時
の
漢
音
と
は
、
中
国
の
当
時
の
音
か
、
日
本
で
行
な
わ
れ
て
い
た
漢
音
か
が
問
題
と
な
る
。

ど
ち
ら
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
存
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、
呉
音
の
混
入

が
比
較
的
多
い
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
音
を
聞
い
て
加
点
し
た
な
ら
ば
、
呉
音
が
ま
ざ
れ
こ
む
余
地
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
項

で
見
た
よ
う
に
、
呉
音
で
読
ま
れ
て
い
た
も
の
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
漢
音
に
取
り
替
え
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
後
で
も
あ
り
、
僧
た
ち
が
直
接
生
の
中
国
音
を
聞
く
機
会
は
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
ど
の
音
に
依
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
は
、
a

法
相
宗
の
漢
音
、
b
真
言
宗
・
天
台
宗
の
漢
音
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

a
　
法
相
宗
の
漢
音

法
相
宗
で
は
、
十
世
紀
に
は
す
で
に
漢
音
の
加
点
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
残
存
資
料
も
あ
る
。

（19）

『
蒙
求
』
　
天
暦
頃
点
・
醍
醐
寺
本
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
　
の
声
調
体
系
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
調
査
が
あ
る
。

『
蒙
求
』
　
天
暦
頃
点
の
上
声

全
濁
字
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
上
声
‥
五
七
例
、
去
声
‥
五
一
例
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
は
、
上
声
を
保
つ
比
率
と
去
声
へ
移
行
し
た
比
率

（20）

は
、
半
々
と
い
え
る
。
醍
醐
寺
本
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
は
、
移
点
の
際
の
誤
点
が
有
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
視
点
で
は
、
上
声
全
濁

字
が
上
声
軽
に
と
ど
ま
る
比
率
は
　
『
蒙
求
』
天
暦
点
と
同
程
度
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



十
一
世
紀
以
降
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

加
点
の
は
じ
め
が
法
相
宗
の
漢
音
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
法
相
宗
の
漢
音
の
声
調
が
、
上
声
全
濁
字
が
上
声
を
保
つ
比
率
と
去
声
へ
移
行

し
た
比
率
の
ほ
ぼ
半
々
の
も
の
か
ら
、
去
声
へ
移
行
す
る
比
率
の
高
い
も
の
へ
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
現
象
の
類
例
と
し
て
、
『
蒙
求
』
に
お
け
る
指
摘
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
蒙
求
』
の
天
暦
頃
点
は
、
上
声
全
濁
字
に
対
す
る
上

声
点
・
去
声
点
の
比
率
が
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
「
長
承
三
年
点
・
建
保
本
・
康
永
本
の
三
本
が
天
暦
点
と
は
別
の
去
声
化
の
比
率
の
高
い
声
調
体

（21）

系
を
有
す
る
同
系
統
の
漢
音
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

b
　
真
言
宗
・
天
台
宗
の
漢
音

（22）

法
相
宗
は
、
十
世
紀
か
ら
真
言
宗
の
影
響
を
う
け
て
い
た
。
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
に
は
、
定
昭
大
僧
都
（
九
＝
－
九
八
三
）
が
天
禄
（
九

七
〇
－
九
七
三
）
年
間
に
真
言
宗
東
寺
の
長
者
を
兼
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
定
昭
は
、
金
剛
峰
寺
座
主
を
も
つ
と
め
、
興
福
寺
に
一
乗

院
を
創
設
し
た
僧
で
あ
る
。
ま
た
、
真
興
（
九
三
四
l
〇
〇
四
）
は
、
東
密
の
一
流
で
あ
る
小
島
流
を
開
い
て
い
る
。
今
回
取
り
あ
げ
た
『
所

（23）

正
論
』
二
二
三
年
点
に
加
点
し
て
い
る
覚
印
も
、
真
言
宗
の
僧
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
法
相
宗
所
用
の
喜
多
院

（24）

点
が
真
言
宗
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
天
台
宗
と
法
相
宗
と
は
、
宗
教
的
に
は
対
立
し
て
い
た
が
、
漠
字
音
の
注
音
法
に
つ
い
て
は
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ

ま
た
、
本
稿
の
対
象
文
献
『
大
唐
西
域
記
』
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
は
、
法
相
宗
ば
か
り
で
な
く
真
言
宗
・
天
台
宗
で
も
読
ま

（25）

て
い
る
。

（26）

れ
て
い
る
。

十
世
紀
に
加
点
し
始
め
ら
れ
た
漢
音
は
、
法
相
僧
が
真
言
・
天
台
僧
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
考
え
た
場
合
、
法
相
宗
の
僧
は
、
中
算
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
の
よ
う
な
優
れ
た
辞
書
を
持
ち
な
が
ら
、
本
稿
対
象
資
料
の
字
音
加

点
の
際
に
は
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
の
場
合
は
、
日
本
漠
字
音
を
知
る
た
め
に
は
不
便
な

（27）

辞
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
の
反
切
は
、
す
べ
て
中
国
中
古
音
の
体
系
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は

（28）

用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
加
点
さ
れ
た
声
点
も
、
日
本
漢
音
と
し
て
一
般
的
な
六
声
体
系
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
単
字

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
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一
千
五
百
七
十
字
」
と
い
う
掲
出
字
数
は
、
他
の
文
献
に
注
を
つ
け
る
に
は
少
な
す
ざ
る
と
い
う
基
本
的
な
欠
点
が
あ
る
。

右
に
検
討
し
た
と
お
り
、
a
法
相
宗
の
漢
音
、
b
真
言
宗
・
天
台
宗
の
漢
音
の
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
十
世
紀

に
加
点
し
始
め
ら
れ
た
漢
音
は
法
相
宗
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
存
の
資
料
に
見
ら
れ
る
状
態
に
至
る
変
化
の
要
因
と
し
て
真

言
・
天
台
の
漢
音
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
が
高
い
理
由

問
題
を
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
に
も
ど
す
。

対
象
資
料
に
見
ら
れ
た
法
相
宗
の
漢
音
は
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
つ
が

前
節
と
平
行
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

a
　
去
声
化
の
比
率
が
半
々
の
も
の
か
ら
高
い
も
の
に
変
化
し
た
。

（29）

法
相
宗
加
点
資
料
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
他
の
訓
点
資
料
の
訓
読
と
比
較
し
て
、
そ
の
保
守
性
が
こ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
年
、
月
本
雅
章
が
十
二
世
紀
の
仏
書
訓
点
資
料
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
、
「
前
代
の
訓
法
を
墨
守
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ふ
ま

え
な
が
ら
も
、
学
僧
の
独
創
性
を
発
揮
」
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
加
え
て
、
『
西
域
記
』
な
ど
の
史
伝
や
儀
軌
は
内
容
の
理
解
が
第

（30）

一
の
目
的
で
あ
り
、
宗
派
・
流
派
の
中
だ
け
で
訓
み
を
伝
承
し
て
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
稿
の
対
象
資
料
に
も
、

同
二
子
に
い
く
つ
か
の
訓
を
加
点
し
た
例
が
存
し
、
訓
を
増
補
改
訂
し
て
い
っ
た
跡
が
見
ら
れ
る
。

（31）

な
お
、
訓
点
資
料
で
は
音
韻
変
化
が
如
実
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
訓
法
と
は
別
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
世
紀
な
か
ば
か
ら
十
一
世
紀
後
半
ま
で
の
資
料
が
無
い
た
め
に
、
そ
の
間
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
残
存
す
る
十

一
～
十
三
世
紀
の
資
料
を
通
覧
す
る
と
、
前
代
の
も
の
を
正
確
に
伝
承
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
対
象
と
し
た
資
料
の
中
で
、
同
一
文
献
へ

の
時
代
を
隔
て
て
の
加
点
を
見
る
と
、
異
な
る
点
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。



『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
の
興
福
寺
太
二
〇
七
一
年
点
と
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
本
一
二
二
三
年
点
に
と
も
に
声
点
加
点
が
み
ら
れ

る
語
を
、
序
の
部
分
か
ち
順
に
抜
き
出
し
て
一
例
を
示
す
。

興
‥
美
挙
上
）
　
　
権
（
去
）
旨
（
上
）
輿
平
軽
）
聖
（
去
）
轡
去
）
旨
（
上
）
沖
（
去
）
宗
（
上
）
　
先
（
平
軽
）
輿
平
〉
千
（
平
軽
）
野
人
）

セ

ム

　

　

ク

エ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ン

　

　

　

テ

ウ

京
‥
真
（
平
軽
重
平
軽
）
　
権
（
去
）
旨
（
上
）
　
英
（
平
蛭
）
聖
（
去
）
　
遂
（
去
）
旨
（
去
）
沖
（
去
）
宗
（
平
軽
）
　
先
（
平
）
昆
（
平
軽
〉
千
（
平
）
艶
（
入
軽
）

以
下
も
同
様
で
あ
っ
て
、
異
な
る
も
の
が
多
い
。
漢
字
の
声
調
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
僧
に
と
っ
て
習

（32）

得
が
難
し
く
、
正
確
な
伝
承
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

b
　
去
声
化
の
比
率
が
高
い
真
言
宗
・
天
台
宗
の
漢
音
を
学
習
し
加
点
し
た
結
果
で
あ
る
。

本
稿
の
対
象
資
料
の
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
実
態
は
、
沼
本
の
調
査
に
依
る
真
言
宗
読
諦
経
典
の
中
の
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
台
宗
読
詞

経
典
・
紀
伝
系
漢
籍
の
実
態
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
と
お
り
、
伝
来
の
新
し
い
真
言
宗
・
天
台
宗
の
漢
音
を
学
ん
で
加
点

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
も
確
定
は
で
き
な
い
。
前
節
と
同
様
、
a
の
要
因
と
し
て
b
が
は
た
ら
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

六
、
む
す
び

以
上
、
十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
に
つ
い
て
、
対
象
資
料
の
実
態
報
告
を
主
目
的
と
し
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

次
の
点
が
判
明
し
た
。

l
　
十
一
～
十
三
世
紀
の
法
相
宗
の
漢
音
は
、
日
本
漢
音
の
一
般
的
な
体
系
の
内
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

2
　
『
贋
韻
』
上
声
全
濁
字
は
、
大
部
分
が
去
声
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
こ
の
点
は
、
十
世
紀
の
法
相
宗
の
漢
音
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
八

2
、
3
の
原
因
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
真
言
宗
・
天
台
宗
に
伝
わ
っ
た
新
し
い
層
の
漢
音
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る

と
考
え
る
ほ
か
に
、
伝
承
の
う
ち
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

（33）

漢
籍
の
声
調
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
降
る
と
と
も
に
『
虞
韻
』
と
ず
れ
る
例
が
多
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
日
本
漢
音

の
古
層
を
な
す
と
さ
れ
る
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
、
中
層
を
な
す
と
さ
れ
る
明
経
道
、
新
層
を
な
す
と
さ
れ
る
真
言
宗
（
文
鏡
秘
府
論
）
・
天

台
宗
・
紀
伝
道
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
点
資
料
の
年
代
別
の
調
査
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
漢
音
の
内
部
で
の
変
化
が

あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

注1
）

2
）

3
）

4
）

5
）

（6）（7）（8）（9）（10）

築
島
裕
『
国
語
の
歴
史
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
。
一
九
七
七
年
）
　
第
二
章
　
漢
音
と
呉
音
、
参
照
。

同
右
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
　
（
東
京
堂
出
版
。
一
九
八
六
年
）
　
二
一
一
〇
頁
、
参
照
。

築
島
裕
『
長
承
本
蒙
求
』
　
（
汲
古
書
院
。
一
九
九
〇
年
）
　
「
研
究
」
参
照
。

馬
淵
和
夫
「
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
法
華
経
釈
文
』
　
の
字
音
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
四
十
九
巻
五
号
）
　
に
よ
る
。

小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
　
（
風
間
葦
居
。
一
九
七
一
年
）
、
馬
淵
和
夫
「
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
法
華
経
釈
文
』
の
字
音
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
語

と
国
文
学
」
第
四
十
九
巻
五
号
）
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
（
武
蔵
野
書
院
。
一
九
八
二
年
）
、
築
島
裕

『
長
承
本
蒙
求
』
な
ど
参
照
。

そ
の
ほ
か
、
管
見
の
範
囲
で
、
法
隆
寺
蔵
『
祈
正
論
』
巻
第
一
（
二
二
三
年
点
）
、
五
島
美
術
館
蔵
『
破
邪
論
』
　
（
二
二
三
年
点
）
、
法
隆
寺

蔵
『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
一
・
七
・
九
（
二
二
六
年
点
）
、
法
隆
寺
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
二
三
～
十
一
（
二
二
六
年
点
）
、
神

田
喜
一
郎
蔵
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
二
　
（
二
二
六
年
点
）
、
法
隆
寺
蔵
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
巻
一
～
巻
四
（
二
二
八
年
点
）
、
法
隆
寺
蔵
『
弥

勒
上
生
経
疏
』
巻
上
　
（
院
政
末
期
朱
点
）
、
法
隆
寺
蔵
『
大
唐
大
意
恩
寺
大
師
碑
文
井
画
讃
』
　
（
鎌
倉
中
期
点
）
　
が
あ
る
。

築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
訳
文
篇
』
　
に
よ
る
。
イ
同
C
種
点
・
エ
同
E
種
点
も
同
じ
。

小
林
芳
規
先
生
よ
り
お
借
り
し
た
写
真
版
・
移
点
資
料
に
よ
る
。

『
古
典
研
究
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
国
書
漢
籍
論
集
』
　
（
汲
古
書
院
。
一
九
九
一
年
）
所
収
写
真
版
に
よ
る
。

築
島
も
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
古
点
が
、
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
『
蒙
求
』
『
文
鏡
秘
府
論
』
な
ど
と
く
ら
べ
て
呉
音
読
の
混
入

が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
　
（
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
一
五
二
頁
）
。



へ
〓
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

注
（
2
）
沼
本
著
書
五
一
～
五
三
頁
、
参
照
。

粕
谷
嘉
弘
「
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
の
字
音
声
点
」
（
「
国
語
学
」
第
六
一
集
。
一
九
六
五
年
）
参
照
。

佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
に
於
け
る
声
調
変
化
－
岩
崎
本
惑
求
芸
中
心
に
ー
」
（
「
新
大
国
語
」
第
一
四
号
。
∵
九
八
八
年
）
参
照
。

時
代
が
降
る
資
料
ほ
ど
そ
の
ず
れ
が
大
き
く
な
る
よ
う
で
あ
り
、
日
本
漢
音
の
国
語
化
の
問
題
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
資
料
ケ

に
い
た
る
と
平
声
軽
が
少
数
と
な
る
。
こ
れ
も
和
語
に
お
け
る
平
声
軽
の
消
滅
と
関
係
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
資
料
の
加
点
者
は
、
東
大
寺
の
僧
で
法
相
学
に
関
係
の
深
い
人
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
築
島
裕
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師

表
啓
古
点
」
へ
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
稗
。
一
九
五
五
年
五
月
）
）
。

小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
研
究
篇
』
（
汲
古
書
院
。
一
九
八
七
年
）
三
八
〇
頁
。
こ
の
資
料
も
南
都
の
僧
の
加
点
と
推
測
さ
れ

（26）

て
い
る
　
（
同
上
書
、
三
九
三
頁
）
。

吉
田
金
彦
「
訓
点
拾
遺
五
題
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
一
輯
）
、
曾
田
文
雄
（
同
第
十
一
韓
。
第
十
四
輯
）
参
照

築
島
裕
「
聖
語
蔵
稗
中
速
論
天
暦
点
」
（
「
訓
点
譜
と
訓
点
資
料
」
第
一
輯
）
参
照
。
な
お
、
石
山
寺
蔵
『
群
中
遽
論
』
平
安
極
初
期
点
は
、
淳
祐

ま
た
は
そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
音
注
は
呉
音
の
よ
う
で
あ
る
（
大
坪
併
治
『
改
訂
訓
点
語
の
研
究
下
』
参
照
）
。

佐
々
木
勇
「
長
承
本
『
蒙
求
』
平
安
中
期
点
の
声
調
体
系
」
（
「
国
語
学
」
第
一
六
八
集
）
、
注
（
5
）
沼
本
著
書
第
二
部
第
四
章
第
四
節
、
参
照
。

注
（
1
9
）
沼
本
論
文
。

沼
本
克
明
「
読
訴
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
輯
）
。

『
日
本
仏
教
宗
史
論
集
第
二
巻
　
南
都
六
宗
』
（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
八
四
年
）
参
照
。

築
島
裕
「
上
野
図
書
館
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
巻
第
三
古
点
」
（
「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
人
文
科
学
科
紀
要
」
第
十
六
韓
。
一
九

五
八
年
）
参
照
。

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
。
一
九
六
九
年
〓
ハ
八
貢
、
参
照
。

「
〇
六
」
で
音
注
を
示
す
方
法
に
つ
い
て
、
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
研
究
篇
』
二
五
三
～
二
五
五

頁
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
△
の
声
点
に
つ
い
て
、
佐
々
木
勇
「
声
点
「
△
」
の
機
能
－
頭
正
論
蒜
安
四
年
点
に
つ
い
て
ー
」
（
「
か
が
み
」
第
三
十

一
号
。
一
九
九
四
年
三
月
）
で
指
摘
し
た
。

注
（
7
）
築
島
著
書
七
頁
、
三
二
・
三
三
頁
、
築
島
「
叡
山
文
庫
蔵
息
心
抄
に
つ
い
て
」
（
「
人
文
科
学
科
紀
要
」
〈
東
大
教
養
学
部
〉
第
三
十
輯
）

参
照
『
大
唐
西
域
記
』
に
は
、
石
山
寺
蔵
長
寛
点
（
ヲ
コ
ト
点
は
三
論
宗
点
）
・
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
建
保
二
年
点
（
同
じ
く
三
論
宗
点
）
が
あ
る
。

『
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
も
円
堂
点
を
用
い
た
天
理
図
書
館
蔵
本
が
あ
り
、
三
論
宗
点
本
が
存
し
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
2
7
）
　
高
松
政
雄
「
法
華
釈
文
反
切
考
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
五
十
五
輯
）
。

（
祁
）
．
沼
本
克
明
「
古
辞
書
音
義
の
音
注
と
漢
音
」
（
『
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
所
収
）
参
照
。

（
2
9
）
　
古
代
の
助
詞
「
イ
」
の
残
存
・
形
式
名
詞
「
モ
ノ
」
の
残
存
・
訓
点
へ
の
万
葉
仮
名
の
使
用
・
「
及
」
字
の
不
読
な
ど
で
あ
る
（
築
島
裕
「
自
若

房
覚
印
の
訓
点
に
つ
い
て
」
和
漢
比
較
文
学
叢
書
2
『
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
（
汲
古
書
院
。
一
九
八
六
年
）
所
収
、
小
林
芳
規
「
漢
訳
仏
典
の
日

本
的
受
容
」
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
と
仏
教
　
第
六
巻
』
（
岩
波
書
店
。
一
九
九
四
年
）
所
収
、
参
照
）
。
ま
た
、
勝
山
事
大
は
、
「
法
相
宗
の
古
点

本
と
そ
の
言
語
（
下
）
　
－
興
福
寺
に
お
け
る
師
説
伝
承
の
意
識
－
」
（
「
野
州
国
文
学
」
第
三
十
五
集
。
一
九
八
五
年
三
月
。
）
　
の
な
か
で
、
「
師
説
伝
習
を

中
心
と
す
る
学
問
そ
れ
自
体
の
共
通
性
を
含
む
法
相
宗
の
訓
読
活
動
は
、
漢
文
訓
読
史
全
体
か
ら
み
れ
ば
一
種
特
殊
な
存
在
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

（
型
　
「
十
二
世
紀
の
仏
書
訓
点
資
料
の
特
質
1
－
従
来
の
研
究
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
－
」
（
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
国
語
研
究
』
（
明
治
書
院
。
一
九

九
三
年
）
所
収
）
、
「
大
唐
西
域
記
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
五
七
巻
一
二
号
。
一
九
八
〇
年
一
二
月
）
参
照
。

（
型
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
。
一
九
六
七
年
）
　
二
九
〇
貢
、
参
照
。

（
3
2
）
　
注
（
2
1
）
沼
本
論
文
。

（
3
3
）
　
注
（
1
2
）
柏
谷
論
文
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
六
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
で
の
発
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
小
林
芳
規
・
沼

本
克
明
両
先
生
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
後
半
部
分
を
大
幅
に
改
稿
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
大
東
急
記
念
文
庫
・

五
島
美
術
館
。
国
立
国
会
図
書
館
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
皆
様
に
御
高
配
を
頂
い
た
。
興
福
寺
・
築
島
裕
先
生
に
は
貴
重
な
資
料
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
A
に
よ
る
成
果

の
一
部
で
あ
る
。



点頃年1701点種A』伝市
凸
P法蔵三寺恩慈大『蔵寺福興ア表

虞
韻

＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
20 9 94 04 lLhJ

1 4 4 ▼J 3 3 4 1 1

42 9 37 16 7 1 4 4 6 3 3 5 1 1

平 18 51 9 4 1 1 3 1

軽 12 42 01 4 1 2 6 2

上
7 2 8 9 23 7 7 12 4 5

7 2 9 9 94 7 9 03 5 5

去
81 1 6 5 9 1 51 2 14 7 32 72

22 1 6 5 21 2 42 2 16 8 03 64

入
軽

1

1

6

6

2

3

2

2

1

5

2

2

9

13

入
1

1

3

3

1

1

1

1

4

9

1

1

3

3

も表の下以す示をとこ無が棚

　

　

点

ま

　

年

矧

　

1

0

9

9

す．

一

－

一

－

例

　

　

　

　

C

ま

脚
　
帆

内
　
　
　
法蔵

の

　

　

　

三

欄

　

駒

数
　
　
　
慈

帽

　

　

快

斯

　

　

蔵－一一．－－‥

強
楓
　
興イ

討
　
　
　
表

鹿
韻

＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
76 71 48 46 31 1 01 8 61 4 9 21 1

96 52 OIH
u

41 ‘4 51 1 11 9 71 4 11 31 1

平 08 61 21 2 2 4 5 1 1

軽 山
．．

13 51 2 2 4 5 1 1

⊥ 11 7 21 64 21 4 62 7 2 3 9 1 2

21 7 41 27 51 5 44 9 2 3 9 1 2

去
91 1 81 21 31 6 32 5 16 91 72 24 1

02 1 12 71 51 6 44 7 ハLHH
u

23 34 77 1

入
軽

1

1

7

9

4

6

2

6

1

1

4

6

2

2

4

2

2

3

入
3

6

1

1

3

5

9

0

1

3

7

9

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音



点年0011三十第巻
、

．

」伝憎隔蔵寺福興り表

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

廣

韻
＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
45 17 59 66 11 8 3 8 71 8 4 5

16 71 09 ‘4 41 31 3 9 91 9 4 7

平 67 41 11 3 11 1 2 3 1

軽 3 42 51 3 21 1 2 3 1

上
6 3 7 1 72 5 4 61 2 3 7

6 3 8 1 33 9 4 22 2 3 11

去
81 3 11 9 8 4 51 3 44 8 51 02 1

12 3 61 01 山 4 12 3

ノ

96 9 71 13 1

入
軽

2

2

1

1

3

4

4

5

5

8

1

1

6

3

2

3

5

3

1

2

入
1

1

1

1

1

1

0

0

1

1

2

9

0

6

2

2

4

5

点年6111点層E
［
一伝市自法蔵三寺恩慈大『蔵寺福興工表

廣

韻
＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
93 9 85 04 8 1 5 4 9 3 21 71 1 1

14 9 17 84 9 1 5 5 9 3 21 71 1 1

平 27 41 71 バリ 7 3 1 2 7 1 3 1

軽 58 61 12 7 7 3 1 2 7 1 3 1

上
7 1 5 33 5 6 02 5 2 3 7 1

7 1 5 83 5 6 22 5 3 3 7 1

去
02 1 12 9 9 3 81 6 44 41 23 52 3

12 1 82 01 9 3 32 6 45 51 34 33 3

入 2 2 1 2 2 03 5 41 41

軽 2 2 1 2 2 13 5 41 71

入
5

5

2

2

亡U
6

1

1



点年3211二第巻副正舞『蔵庫文念記急東大オ表

廣

韻

＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
59 61 17 59 6 4 4 つJ 01 4 4 Q

u
1 1

18 81 5 5 8 4 5 6 11 4 5 9 1 1

平 85 31 8 2 2 1 2 1

軽 nH
H
Hu

細 8 2 2 1 2 1

上
61 2 3 4 03 5 3 81 2 2

61 2 3 4 25 8 4 13 2 2

去
9 1 8 5 41 42 3 24 6 81 52

01 1 8 5 51 75 3 47 42 52 14

入

軽

6

3

2

3

9

9

∩
フ
2

1

2

6

9

1

1

入
6

7

1

1

4

6

6

3

1

2

8

10

点年3211三第巻副正桝『蔵裕島築力表

廉

韻
＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
98 91 79 101 71 8 5 11 71 3 9 81 2

32 22 4ハHHu
4nuJ

2 12 9 5 31 12 3 01 81 2

平 231 82 63 81 01 1 6 1 01 2 1 4 1

軽 nHHH
u

3 46 35 32 11 1 7 1 21 2 1 5 1

上
61 1 8 8 76 61 8 04 01 6 7 8

82 1 11 9 34 62 41 49 61 8 8 41

去
12 9 21 6 61 4 63 7 19 02 04 34 1 1

33 9 41 8 02 4 78 7 92 05 87 001 1 1

実
軽

3

6

4

5

4

2

1

2

2

仁U

2

2

1

1

3

5

入
6

0

1

5

4

2

1

2

3

2

2

3

5

1

1

2

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音



点年6211三第巻』伝而湖蔵三寺恩慈大
1

1

．

．

V
蔵館書図会国キ表

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

廉
韻

＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
7 1 9 6 1 2 1 2 1

7 1 9 6 1 2 1 2 1

平
軽

2

4

1

1

2

2

5

5

1

1

上
2

3

3

3

3

3

2

2

1

1

1

－1

1

1

去
5 2 2 1 3 8 2 2 1

5 2 2 1 3 9 2 2 1

入
軽

4

4

1

1

1

1

1

1

入
4

4

2

2

4

4

2

2

点年0121』伝市
・
ロ
．
ロ法蔵三寺恩慈大『蔵所究研学科文人学大都京ク表

廣
韻

＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
32 4 04 ∩フ4 3 2 2 4 3 4 01 1

42 4 64 42 3 2 2 4 3 4 51 1

平
軽

7

8

2

2

2

4

2

2

4

4

2

2

1

1

上
3 1 7 7 81 1 3 23 3 1 2 7 1

3 1 7 7 02 1 3 35 3 1 2 11 1

去
7 2 9 7 5 4 8 6 62 5 81 91

7 2 9 01 5 7 9 7 62 6 81 84

入
軽

5

6

1

1

3

3

5

5

入
8

8

1

1

0

1

1

1

9

11



点年3221』記城西唐大『蔵所究研学科文人学大都京ケ表

磨

韻
＼

声平 声上 声去 声入

清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次 清 次 濁 次

点 清 濁 清 濁 清 濁 清 濁

平
08 23 96 70 11 ⊂J 81 9 27 CJ 13 51 1 2

15 nxHu
Z 3 11 5 02 21 03 3 61 71 1 2

平 44 11 01 2 2 4 2 1 1

軽 96 51 21 3 2 4 2 1 1

上
11 1 7 6 63 11 5 73 8 1 2 5 2

31 1 7 6 95 71 5 35 01 1 3 7 2

去
41 2 11 7 31 4 71 6 76 11 52 03 1

61 2 41 7 91 5 52 6 02 84 55 1

入
軽

1

1

0

0

3

4

0

0

1

1

6

9

1

2

7

3

1

2

入
1

1

1

1

1

1

5

1

2

3

6

9

5

3

2

4

1

4

1

1

十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音

三
一
五




